
プログラムの様子を 

伝える写真を貼り付けて

ください。 

※ 本報告書は、全体で２～３頁程度で作成してください。 

※ 本報告書は、本会ホームページに掲載しますので、個人情報を掲載する際にはご注意ください。

また、写真等については、別途、本会事業の広報活動に使用する場合があるので、掲載にあたっ

ては、プログラム実施時に、ホームページへの掲載や広報活動への使用について許諾を得る等の

適切な措置をお願いします。  

※ 本報告書は、PDF に変換して、ファイル名を『HT29000jisshi』（整理番号+jisshi（半角小文字）） 

  として hirameki@jsps.go.jp に提出してください。本会は 10MB までメールの受信が可能です。

ファイルの容量が大きい場合は、アップロード用 URLを送付しますので、ご連絡ください。なお、

念のため、貴機関のメール送信可能容量をご確認の上、送信ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９年度 
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 
実  施  報  告  書 

 

 

 
HT29000 花の色はどうして違うの？ＤＮＡを見てみよう！！  

  開 催 日： 

 

  実 施 機 関： 

 （実施場所） 

  実施代表者： 

（所属・職名） 

受 講 生：                

関 連 ＵＲＬ： 

 

平成２９年８月５日（土） 

 

半蔵門大学 

（農学部半蔵門キャンパス） 

学振 太郎 

（大学院理学研究所・教授） 

中学生２３名・高校生７名 

 

 

 

【実施内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施分担者】 

 四谷  花子      理学部・准教授 

 

【実施協力者】      5  名 

 

【事務担当者】   

 麹町 一郎       研究協力課 研究協力係・主任 

プログラムを実際に受講した人数を記載してください。

ただし、保護者の人数は含めないでください。 

実施機関名を記載し

てください。また、

（ ）に実施場所を記

載してください。機関

以外の場所で実施し

た場合は、それも記載

してください。 

下記について記載してください。 
 

・受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせる

ためにプログラムを留意、工夫した点 

・当日のスケジュール 

・実施の様子（図、写真等を用いてわかりやすく記入してください） 

・事務局との協力体制 

・広報活動 

・安全配慮 

・今後の発展性、課題 

プログラムの実施分担者（所属・役職）、実施協力者の人数、事務

担当者（所属・役職）を記入してください。 


